
 

活動名：第１１回常葉カップフットサル大会Ｕ１２ 

日 程：令和５年１月１５日（日） 

会 場：小野町町民体育館 

参 加：T6・L100 ９名 

帯 同：T6・L100熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：VS蓬田  ７：０  

VS船引  ４：２ 

※予選グル－プ１位 

準決勝 

ＶＳ芳賀  ２：３ 

３位決定戦 

ＶＳ行健  ３：０ 

最終結果 ３位／９チーム 

 

報告（熊坂） 

テーマ 

   積極的なプレ－で試合を自分達のペースで運べるようにすること。 

   ゴ－ルへの意識を高く持ち、ボ－ルを保持した時にはゴールへ向かうプレ－をチャ

レンジすること。 

   ボ－ル保持者に対してパスコ－スを作りながらサポ－トすること。 

１対１での球際で負けないこと。 

ボ－ルばかり見ず、自分のマ－クする相手とボールの両方を見られるようにするこ

と。 

 

良かったところ 

   全試合を通して激しいプレッシャ－とゴールへ向かう積極的な姿勢が見られました。 

選手達の気迫の込もった素晴らしいプレ－が観戦されているご父兄の方々にも伝わ

ったのではないでしょうか。 

 

試合の結果から見ても分かる通り、貪欲にゴ－ルを狙ってくれました。 

誰かがではなく、「自分が得点するんだ」という気持ちを全員が持ってくれたからこ

そだと思います。 

その前向きな気持ちとプレ－がゴールに繋がりました。 

 

個人の力での得点もありましたがパスで崩しての得点も見せてくれました。 

ボ－ルへの関わり方を考えてポジショニング出来ていたからだと思います。 

改善点はありますが初めて取り組んだテーマとしてはとても良かったです。 

 



 

チ－ムが想いを一つに一丸となって戦ってくれました。 

ピッチでの全力プレ－はもちろん、ベンチでも沢山の声で一緒に戦ってくれました。 

仲も良くて素晴らしいチームになりました。 

 

６年生の活動も残り少なくなってきましたが、卒団までの時間を仲間との大切な思い

出に出来るようにして欲しいと思います。又、大会でも悔いの残らないように全力で

やりきってくれる事を期待しています。 

 

  課題 

   マークのズレがあり相手をフリ－にしてしまった、攻撃に入った場面からボールを

ロストしてカウンタ－を受けたといった内容で失点してしまいました。 

   マ－クする相手を自分の背中に置かない、ボールと相手の両方が見えるポジション

を取りましょう。 

   カウンタ－に対してはチームでカバ－するしかありません。 

   ボ－ルに関わっていない選手は攻撃を意識しながらも、もしもボールを失った時に

はということも想定しなければいけません。よく耳にすると思いますが「リスク管

理」という言葉になります。 

   難しいことで中々対応は出来ないと思いますが、考えることはして欲しいと思いま

す。考えてチャレンジしていくことが成長へと繋がります。 

 

   トラップ、シュ－トの精度、駆け引きなど課題はまだまだありますが、今大会は全

試合を通してやりきってくれましたのでこのぐらいにしておきたいと思います。 

   あ、最後に一つ、 

「優勝できる力はあったなぁ～、勝負弱さが・・・泣」 

    

  出来事 

   今大会ではアップからいつにも増して真剣に取り組んでくれました。 

   試合も勿論真剣です。 

   試合の合間は仲間たちと笑顔で仲良く触れ合っていました。 

   気持ちの切替が自分達で出来るようになり大人になったなぁと嬉しく思いました。 

   仲間と触れ合っている時は無邪気で子供らしく可愛いです。 

   ３位の賞品で頂いたジュ－スを貰っていく時の笑顔も子供らしいです。 

 

コーチ：熊坂 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


